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山
川
水
先
生
及
び
高
問
先
生
り
御
玉
稿
は
印
刷
b
T
に

頂

き

ま

し

た

の

で

不

符

止

こ

L

に
仰
げ
ま
し
た
っ

依
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雨

先
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の

御

誠

併

を

乞

ふ

次

第

で

あ

り

ま

す
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一
将
、
高
著
一
日
蓮
宗
の
安
心
」
御
寄
贈
常
時
先
づ
巻
頭
言
を
諸
問
み
、
胃
頭
の
「
予
を
し
て
宗
皐
に
志
き
し
め
た
る
は

貨
に
五
日
清
水
龍
山
先
生
で
あ
る
、
乃
歪
、
誌
に
清
水
先
生
多
年
の
敬
恩
を
戚
謝
、
以
て
知
思
報
思
の
一
端
に
擬
す
る
次

第
で
あ
る
」
を
龍
み
て
吾
子
が
謙
虚
他
を
推
す
美
徳
に
戚
激
と
同
時
に
、

「
唯
先
生
と
見
解
の
少
し
く
異
る
は
事
の

念
三
千
の
解
蒋
、
本
命
の
人
法
敬
観
、
受
持
成
備
の
因
果
二
徳
云
云
」
を
讃
み
て
、
設
へ

「
少
し
の
異
b
」
に
も
せ
よ
、

此
は
是
れ
究
一
党
の
宗
要
な
b
。
此
に
し
て
設
へ

「
少
し
に
て
も
異
る
」
と
せ
ば
、
容
易
に
議
過
す
ぺ
主
に
あ
ら
ず
。
前

ふ
持
中
休
暇
を
待
っ
て
熟
議
静
思
せ
ん
と
。
乃
も
先
づ
豚
児
龍
淵
に
付
し
て
近
く
吾
子
に
授
業
に
先
ち
て
熟
語
せ
し

め
、
白
升
は
昨
春
立
正
講
座
に
於
げ
る
立
正
安
岡
論
講
義
の
速
記
訂
正
民
事
注
せ
b
。
然
る
に
頃
日
此
業
も
慨
に
初
再



校
を
も
了
し
、
少
し
く
清
閑
を
得
た
る
を
以
て
一
昨
日
来
一
通
讃
了
、
乃
ち
乍
延
引
蕊
に
讃
除
戚
を
申
上
候
。

昭
和
七
年
九
月
念
八
日

~－1 

愚

皐

人

八

染

皐

人

楊

下

一
。
序
言
に
、
自
家
研
究
の
功
を
他
に
推
す
其
美
徳
現
代
復
他
に
見
る
べ
か
ら
子
、
予
堂
噺
憐
に
禁
ん
や
白
然
れ
ど

も
予
や
一
吾
子
を
得
て
、
設
へ
今
死
す
る
も
、
宗
事
界
に
多
少
の
貢
献
す
る
所
あ
る
を
喜
ぶ
。
予
恒
に
言
ふ
、
田
中
居

士
に
し
て
設
へ
一
著
書
な
〈
と
も
、
山
川
氏
の
著
書
あ
り
、
以
て
居
士
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
宗
串
界
に
於
け
る
功

績
は
、
方
に
導
、
輝
二
先
哲
に
亜
「
央
と
。
予
の
曾
下
五
日
子
の
外
に
中
谷
良
英
ゐ
b
と
雄
も
、
彼
や
宗
串
に
於
て
的
確
、

加
ふ
る
に
信
念
堅
固
、
情
む
ら
く
は
文
筆
素
撲
殺
表
に
拙
、
果
し
て
吾
子
に

E
tを
得
る
や
否
や
。
曲
家
付
法
其
人

を
得
る
均
に
難
し
、
鳴
呼
予
や
固
隔
、
老
来
尺
担
増
あ
b
て
寸
準
な
し
。
切
仁
望
む
、
五
日
子
請
ふ
愈
h
T

勉
め
、
盆
ι
ザ
精
ム

せ
よ
吾
川
0

い
か
に
も
吾
子
の
言
ム
如
く
、
吾
子
が
台
嘗
数
義
に
趣
味
を
戚
じ
た
る
は
第
二
事
匝
中
植
林
貞
松
第
一
一
分
敬
場
が
吾

甲
府
第
二
分
散
場
に
併
合
（
入
袋
一
五
く
、

「
安
心
」
序
言
に
、
嘗
時
貞
松
慈
師
が
中
檀
林
長
に
し
て
、
今
の
望
月
組
山

法
主
が
普
通
事
校
長
ご
記
せ
し
は
記
臆
の
説
り
仁
し
て
、
慈
師
が
中
檀
林
長
案
校
長
先
b
し
事
を
卒
業
麓
書
に
依
b
て

知
9
得
た

b
。
而
し
て
吾
清
水
準
士
が
賞
務
に
賞
ら
れ
た
b
し
な
b
o）

予
が
十
不
二
門
指
要
紗
、
関
、
本
雨
紗
、
組

日
蓮
宗
の
安
心
を
積
む

一
丸
丸



日
蓮
宗
の
安
心
を
諌
む

二
O
O

書
綱
要
側
略
等
を
授
業
せ
し
際
に
在
b
し
之
之
は
．
予
に
も
確
に
反
響
戚
臆
ゐ
b
た
b
。
五
日
子
が
宗
義
筆
越
の
初
陣
も

亦
貨
に
此
時
に
在
b
。

「
焼
檀
」
第
一
、
二
輯
は
営
時
宗
門
唯
一
の
皐
報
に
し
て
、
第

（
池
上
）
第
二
（
京
都
）
皐

直
生
を
し
て
羨
望
せ
し
め
た
h
o
吾
子
が
「
本
軍
秒
要
義
」
の
如
豆
、
今
に
し
て
之
を
見
る
も
立
振
な
る
皐
説
稿
な
b
。

明
治
三
十
七
年
皐
制
詩
型
克
東
京
に
韓
じ
て
巳
後
は
、
中
事
五
年
に
僅
に
講
授
せ
し
の
み
。
隠
っ
て
吾
子
が
宗
皐
上
の
格

段
の
進
境
も
見
ず
。
只
時
。
一
曲
川
町
或
は
通
信
に
依
b
て
敬
義
の
往
復
の
み
。
然
る
に
今
此
書
の
百
尺
竿
頭
、
超
越
的
進

歩
、
是
れ
決
し
て
予
の
カ
輿
ら
ず
、
全
〈
吾
子
が
謂
ゆ
る
「
白
解
悌
乗
」

「
玄
悟
法
華
同
意
」
な
り
、
深
（
戚
歎
敬
立

を
表
す
。

二
。
本
論
に
入
b
て
一
二
卑
見
な
主
に
非
ず
。
叉
貴
義
揮
の
稀
揚
す
ぺ
主
も
の
少
か
ら
や
と
雄
も
、
倶
に
省
略
し
て
、

前
記
序
言
に
謂
ゆ
る
、

f「

一、』ノ
「
事
の
一
念
三
千
の
解
稗
の
異
」
に
就
き
捻
討
す
る
に
何
等
異
義
を
認
め
子
。
即
ち
本
命
正
題
目
と
は
事
の
一

念
三
千
の
能
所
観
定
慧
の
二
法
に
し
て
、
働
界
所
具
の
九
界
本
備
の
子
な
る
我
れ
が
、
「
一
心
欲
見
備
、
不
自
惜
身
命
」

の
態
慕
渇
仰
信
念
口
唱
（
妙
観
）
の
蕗
仁
、
「
時
我
及
衆
信
、
倶
出
霊
鷲
山
」
（
妙
撹
）
即
ち
「
事
の
一
念
三
千
の
観
心
」

は
在
b
。
此
境
や
観
や
倶
に
唯
一
信
之
家
の
能
所
定
慧
に
し
て
、
是
れ
此
を
「
信
行
観
心
」
さ
謂
ム
、

「
事
の
一
念

千
の
解
樟
」
復
他
に
求
む
，
へ
か
ら
ぎ
る
也
。



（一一）

本
命
の
人
法
敬
親
、

（
イ
）
人
法
は
全
問
、
但
し
予
の
佐
前
は
法
正
人
傍
、
佐
後
は
人
正
法
傍
の
非
は
、
専

ら
姐
剣
即
も
組
師
の
外
用
解
樺
に
従
ム
。
若
し
御
内
謹
に
擦
れ
ば
、
勿
論
貴
説
の
如
く
佐
前
後
一
貫
し
て
法
悌
不
二
而

二
、
二
而
不
こ
な
る
4

し。

本
隼
の
敷
観
に
就
て
は
輝
上
は
敬
観
具
足
ご
言
ひ
な
が
ら
、
而
も
動
も
す
れ
ば
主
観
的
己
心
本
軍
、
行
者
本

t
 

掌
に
堕
し
て
、
客
観
的
信
仰
の
封
象
、
所
観
の
妙
境
と
し
て
の
本
悌
本
軍
を
忘
れ
ん
と
す
る
、
邸
ち
子
が
究
を
蔑
み
せ

（ロ）

ん
と
す
る
傾
向
を
矯
正
せ
ん
が
矯
め
に
、
予
は
数
観
不
二
の
中
に
就
て
、
若
し
而
二
門
の
場
合
は
本
命
の
主
体
は
本
悌

品
、
父
也
、
我
等
は
子
也
。
子
は
其
体
内
に
怯
か
れ
居
る
も
の
な
る
こ
と
本
軍
の
相
貌
の
如
し
。
即
も
本
隼
全
幅
は
本

仰
の
全
象
総
体
に
し
て
、
我
等
は
則
も
其
所
具
の
別
相
也
。
数
本
一
仰
が
主
、

正
、
表
に
し
て
、
観
己
心
は
客
、
傍
、
裏

ム
」
謂
ひ
た
き
な
b
。

（
一
二
）

「
受
持
成
備
の
因
果
二
徳
の
解
稗
」

口
疋
亦
異
義
を
認
め
や
。
所
持
の
五
字
岐
に
因
果
の
功
徳
来
な
－
b
。
故
に

能
持
の
我
等
之
を
受
持
す
る
に
自
然
に
其
功
徳
を
譲
輿
せ
ら
る
。
言
ふ
所
の
円
然
Lr
一
は
智
慧
を
須
ひ
ず
、
但
信
心
だ
に

あ
れ
ば
ゐ
の
づ
か
ら
の
意
印
も
以
信
代
慧
な
・
9
0

此
国
円
亦
拙
著
本
年
論
及
観
心
本
社
抄
犬
旨
、
特
仁
皐
報
記
念
競
の

「車
H
蓮
の
仰
敬
統
一
」
等
に
本
寧
紗
と
四
信
五
日
m
秒
、
持
法
華
問
答
紗
を
封
説
会
く
貴
必
と
一
致
。

但
だ
（
一
）
貴
説
唱
題
の
妙
行
を
「
従
因
五
果
、
始
直
百
円
」
と
謂
ム
は
語
足
ら
ず
、
宜
し
く
「
従
果
本
質
果
休
向
因

日
蓮
宗
の
安
心
を
諌
む

二。



日
蓮
宗
の
安
心
を
謹
む

二
O
二

不
迷
宮
込
本
号
が
之
家
の
従
図
至
果
、
始
畳
門
」

Z
謂
ム
ペ
し
。
向
記
の
一

t

本
呆
よ
り
は
本
困
を
宗
と
潟
す
’
一
と
は
、

本
果
の
法
体
、
本
畳
無
作
の
性
徳
門
よ
り
は
本
因
修
徳
、
始
本
不
二
無
作
之
作
な
る
妙
行
を
山
一
小
趣
と
す
る
の
立
な
b
。

天
台
伐
に
一
白
栴
ヲ
性

F

本
有
－
一
間
プ
同
頓
ノ
行
ご
と
云
へ

b
o
却
も
無
作
之
作
本
有
ノ
（
本
鐙
）
妙
行
（
始
受
）
也
。

叉
（
二
）

「
以
信
代
芸
」
の
慧
は
果
分
の
備
怠
に
非
ず
し
て
、
我
等
悶
分
の
信
以
℃
三
撃
の
慧
に
代
ふ
る
戒
定
慧
の

む
品
。
但
信
唱
題
の
立
也
。
貴
著
二
三
九
末
行
の
本
妙
師
謬
る
。
若
し
御
義
れ
上
，
廿
八
紙
）
の
「
信
は
債
の
如
〈
、
鮮

は
賀
の
如
し
、
一
二
世
の
諸
仰
の
智
慧
を
か
う
は
信
の
一
宇
也
」
の
「
か
う
」
は
「
貿
」
に
て
貿
易
の
義
な
b
。
以
ν

信

代
ν

怠

の
代
と
は
義
別
也
。
誌
を
貿
ふ
ご
誌
に
代
ふ
L
」
棟
べ
駕
、
棟
ぺ
罵
。
今
よ
b
二
十
年
前
吾
日
蓮
宗
大
事
某
敬

授
一
た
び
此
を
濫
同
せ
し
よ
b
、
皐
・
報
等
仁
屡
ん
ザ
混
用
を
見
る
。
乃
も
因
に
鼓
に
計
す
話
。

巳
上
積
除
所
戚
草
々
不
悉
。

昭
和
七
年
九
月
念
八
、
午
后
牛
餐
を
忘
れ
て
卒
記
。

迫
日
、

（
一
）
前
陳
の
如
く
賞
礎
揮
の
稀
揚
す
ィ

3
を
省
略
し
た
・
9
し
が
、
本
備
観
の
日
本
天
台
と
嘗
家
主
の
異
同

は
予
が
大
正
八
年
連
の
「
法
華
経
要
義
」
に
後
H
の
研
究
を
期
し
た
る
所
を
排
嘉
し
て
殆

E
遺
憾
な
主
も
の
、
如
し
、

敬
服
ο

貴
謂
ゆ
る
理
法
身
中
古
天
台
と
始
帥
本
の
法
身
併
向
山
本
を
、
予
は
車
体
無
用
の
理
法
身
（
幕
｛

と
倶
体
供
用
の
事
法
身
（
我
山
本
）
と
稀
呼
す
、
妙
な
ら
ず
や
。



〆’司、

一一、ーノ
嶋
地
師
の
隼
海
は
我
宗
の
史
停
に
従
ふ
た
る
も
の
に
し
て
、
別
に
史
的
考
詮
に
擦
り
た
る
も
の
な
ら
ゴ
る
と

と
別
紙
硲
師
が
回
答
の
如
し
。

拝
復
、
九
月
廿
八
日
附
御
手
紙
拝
見
、
初
め
て
御
意
得
候
。
早
速
御
返
事
申
す
ぺ
う
笹
口
の
と
乙
ろ
、
差
し
迫
て
整
珂

致
す
べ
き
事
項
有
之
候
ひ
し
矯
今
日
迄
延
引
失
瞳
仕
b
候。

就

τは
嶋
地
先
生
の
天
台
教
畢
史
附
録
の
系
脈
は
、
先
生
御
在
世
中
自
ら
私
案
を
整
期
し
て
印
刷
に
付
せ
し
も
の
遺

b
居
b
候
矯
め
、
参
考
と
し
て
私
に
之
を
附
録
三
し
て
掲
載
致
し
候
も
の
に
有
之
候
。
然
る
慮
嶋
地
先
生
の
遺
稿
中
に

は
、
不
幸
に
し
℃
同
頓
房
控
海
と
日
蓮
k
人
と
の
闘
係
交
渉
、
若
し
く
は
仲
村
海
そ
の
人
民
付
て
特
に
考
謹
せ
ら
れ
た
る

も
の
は
見
出
し
得

F
る
も
の
、
如
く
に
有
之
候
。
従
て
右
に
闘
す
る
先
生
の
御
立
見
は
、
今
日
仁
至
つ
て
は
全
く
聞
き

得
ぎ
る
所
に
し
て
、
甚
遺
械
と
存
じ
候
。
尤
も
小
生
は
島
知
H

良
師
の
御
力
作
、
衣
で
は
岡
敬
遠
師
の
論
文
等
を
拝
見
、

恐
〈
其
の
御
意
見
の
如
く
な
る
べ
し
と
信
じ
居
候
へ
共
．
何
分
に
も
先
生
御
自
身
印
刷
に
ま
で
附
せ
し
も
の
有
之
候
魚

め
不
取
敢
も
私
見
を
以
て
取
拾
を
加
へ
子
、
其
の
僅
掲
載
致
し
置
候
次
第
御
了
承
下
き
れ
皮
候
。
貨
は
天
台
数
風
下
出
品
全

体
に
遁
じ
て
、
猶
如
何
が
と
存
性
ら
れ
候
部
n
T
は
、
往
々
に
し
て
有
之
、
そ
の
取
扱
に
少
な
か
ら
や
嘗
惑
を
戚
じ
候
へ

共
、
何
分
先
生
御
他
界
の
今
日
、
徒
仁
未
熟
の
意
見
を
加
ふ
る
も
の
如
何
か
と
存
じ
伐

ω
み
な
ら
や
、
亦
た
と
以
諜
ム
リ

か
と
見
ら
る
、
も
の
も
、
先
生
に
は
先
生
濁
自
の
意
見
を
抱
懐
せ
ら
れ
し
に
は
非
る
な

E
ゃ
を
思
ふ
時
は
、
軽
々
し
く

日
蓮
宗

ο安
心
を
讃
む

ニ
O

一一
一



日
蓮
宗
の
安
心
を
讃
む

ニ
O
四

収
拾
添
仙
台
加
へ
難
く
供
潟
め
、
大
抵
の
場
合
は
先
生
直
筆
の
カ

1
ド
の
あ
る
限
b
其
偉
に
致
し
置
主
候
仕
儀
に
て
、

其
の
問
言
ふ
ぺ
か
ら
。
さ
る
困
惑
と
苦
哀
を
戚
じ
候
。

つ
い
脱
線
長
々
と
述
懐
の
段
は
何
卒
御
笑
殺
下
き
る
べ
〈
候
へ
共
、
兎
に
角
先
生
の
向
頓
房
隼
海
に
闘
す
る
考
設
の

類
は
何
等
泣
b
居
ら
ず
候
。
勿
論
ゐ
の
岡
表
に
て
は
、
仙
波
の
隼
海
よ
り
H
蓮
上
人
へ
直
接
法
門
の
授
受
あ
b
し
も
の

、
如
く
相
成
居
候
へ
共
、

乙
は
恐
ら
く
従
米
一
一
般
の
体
説
に
基
き
て
、
其
の
佳
に
記
さ
れ
候
も
の
か
と
愚
考
致

3
れ
候

保
御
承
知
下
呂
れ
度
候
。

猶
掌
海
等
に
付
て
は
小
生
も
乍
不
及
注
意
を
梯
以
、
仙
浪
へ
も
一
二
回
調
査
に
罷
出
候
へ
共
、
殆
ど
言
ょ
に
足
る
ぺ

主
史
料
も
無
之
悦
折
柄
、
今
後
共
精
φ
御
法
盆
に
蒙
り
度
此
段
乍
延
引
御
返
事
ま
で
如
上
候
不
備
。

十
月
十
二
日
。

硲
慈
弘
o

f『、
一一一、ーノ
本
掌
紗
の
「
翻
心
の
義
利
」
の
段
を
吾
関
本
法
見
が
事
観
で
見
よ
と
言
っ
た
の
を
百
〆

1
セ
ン
ト
共
鳴
云
云
、

然
る
に
啓
蒙
十
七

J

初
に
宏
記
の
理
観
ご
し
、
慧
抄
の
事
観
と
錯
す
を
、
撰
主
は
折
衷
し
て
、

「
此
下
附
文
は
理
具
、

一
冗
立
は
事
観
」
と
あ
る
の
を
、

「
略
要
」
に
る
抄
出
せ
b
。

（
凹
）

向
ほ
一
大
事
の
言
ム
ペ
主
は
、
印
も
「
一
心
ニ
具
二
十
法
界

L
の
「
一
心
」

「
鶴
一
す
我
力
己
心
一
見
山
十
法
界
一
、

日正テ一
F
翻
心
「
也
」
の
コ
念
」
を
傭
果
「
己
心
」
、
又
「
u疋
レ
卸
己
心
ノ
コ
一
千
具
足
三
種
ノ
世
間
也
」
の
己
心
を
悌
呆
上



の
「
一
念
」

「
一
心
」
に
し
て
、
行
者
の
「
一
念
」

「
一
心
」
卸
も
彼
台
家
の
六
誠
陰
妄
の
在
迷
の
事
心
因
心
な
ら
ず

し
て
、
九
誠
本
法
情
需
の
妙
心
、
果
心
、
理
心
な
b
T」
の
貴
設
は
、
我
家
所
談
の
法
体
門
、
性
徳
門
会
果
海
流
現
の
妙

色
妙
心
な
り
と
謂
ふ
場
合
言
、
直
ち
に
修
徳
修
行
を
指
す
場
合
と
を
混
用
す
る
も
の
に
非
F
る
英
き
耶
口
抑
々
一
念
三

千
の
妙
削
慨
は
修
行
な
り
。
修
行
は
五
日
人
在
迷
の
困
人
凡
夫
を
し
て
従
因
歪
果
、
轄
迷
開
悟
、
轄
凡
型
成
せ
し
む
る
に
在

b
o
果
上
悟
智
の
一
念
、

一
心
我
に
於
て
何
か
ゐ
ら
ん
。
然
る
に
此
義
濁
b
吾
子
の
み
な
ら
子
、
山
川
智
麿
氏
も
亦

「
貰
現
の
宗
教
」

一．毒鼓」

「
信
人
」
等
仁
本
軍
鈴
の
「
己
心
の
三
千
具
足
三
積

F

世
間
也
」
の
己
心
を
本
伸
果
上
の

一
心
と
云
ひ
、
河
合
日
辰
師
疾
く
巳
に
「
同
鈴
探
霊
」
に
法
界
の
大
心
也
ご
裡
せ
る
を
拙
遁
「
翻
心
本
甘
す
紗
大
旨
」
に

略
評
せ
b
。
此
は
是
れ
大
に
議
す
ぺ
し
、
委
悉
は
別
稿
を
期
す
。

（
入
来
生
云
〈
、
先
生
の
此
御
評
を
得
て
京
爾
た
る

五
日
小
論
初
め
て
宗
皐
的
桁
舞
壷
に
上
さ
れ
た
る
の
築
審
を
戚
守
る
・
次
第
に
候
。
唯
弦
に
起
親
心
誠
論
に
つ
き
一
言
致
度

は
、
本
牲
紗
妙
翻
段
の
説
意
は
買
に
事
一
念
三
千
を
明
す
乙
と
元
よ
b
に
し
て
、
此
は
委
し
く
い
へ
ば
十
界
事
常
住

（
先
生
の
謂
ゆ
る
性
徳
門
に
約
す
）
之
家
の
十
界
互
具
（
先
生
の
謂
ゆ
る
修
徳
門
に
約
す
）
論
に
相
成
居
候
。
前
者
に

約
し
て
九
識
清
浄
心
、
后
者
に
約
し
て
六
誠
陰
妄
心
た
る
こ
と
は
動
か
や
と
存
候
。
右
の
・
次
第
に
什
小
生
の
い
ふ
所
は

山
川
氏
及
河
合
辰
師
の
読
ま
全
同
に
非
ず
、
寧
ろ
先
生
の
説
L
」
吻
合
す
る
も
の
と
存
候
。
此
遁
今
一
臆
「
安
心
1

一
に

つ
3
再
検
討
‘
再
吟
味
相
願
度
、
右
は
曾
て
先
生
の
皐
長
時
代
山
川
氏
ご
右
法
門
上
の
往
復
の
攻
、
属
鹿
々
親
し
く
教
示

日
蓮
宗
の
安
心
を
積
む

二
O
五



山
宮
岡
論
議
要
を
議
み
て

二
ぺ
〕
六

を
垂
れ
た
b
し
以
后
に
於
て
、

「
安
心
」
を
執
筆
致
候
事
と
て
、
決
し

τ山
川
氏
と
会
同
な
る
答
無
之
正
確
信
龍
在

候
。
右
御
諒
承
賜
・
9
度
、
何
れ
委
曲
別
の
機
舎
を
期
し
度
と
存
候
。
不
宣
。

「
柊
」

安

闘

論

議

要

を？

議
み
／

て
i::r 

f可

回

悪

忍、

拝
呈
、
昨
日
は
高
著
立
正
安
閑
論
議
要
一
部
恵
寄
難
有
罪
受
任
候
。
諸
大
家
の
序
文
、
題
僻
等
錦
上
花
を
添
へ
し
編

輯
者
宮
原
氏
の
丹
誠
も
赤
令
と
紅
葉
の
タ
築
え
の
如
く
か
y
ゃ
く
も
う
れ
し
く
‘
装
頑
の
美
、
印
刷
の
鮮
明
、
活
字
の

大
3
3、
凡
て
に
於
て
第
一
印
象
頗
る
宜
敷
、
宗
門
近
時
の
出
版
物
中
最
も
出
色
の
も
の
と
存
候
。
先
生
の
こ
れ
ま
で

の
著
書
中
で
も
最
第
一
正
存
候
。
手
に
す
る
と
同
時
に
直
ち
に
護
書
欲
に
そ
、
ら
れ
、
先
づ
田
中
居
土
日
下
の
序
文
よ

り
相
初
め
候
、
さ
す
が
に
丈
九
ゅ
で
は
居
士
の
文
白
眉
と
存
じ
。
唯
佐
藤
持
軍
の
序
文
に
於
て
先
生
に
期
待
す
る
所
の
多

大
な
る
も
の
あ
る
や
に
相
戚
申
候
。
品
川
騨
頭
で
は
序
文
だ
け
見
終
b
、

一
先
づ
カ
バ
シ
に
入
れ
午
前
十
一
時
廿
七
分


